
                          

  

平素は、ＪＡ事業に格別なるご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 令和７年産水稲については、４月中旬頃より田植えが開始され、こちらの便りがお手元

に届く頃には、大半の方が田植えを終えられた事かと思います。田植え後は、大きな被害

なく概ね順調に生育しているように感じられます。 

  
水稲  雑草防除       

 初・中期一発の除草剤を使用後、雑草が残っている圃場では下記薬剤を参考に、中期防除に努め

てください。 

 

セカンドショットＳジャンボ⇒移植後１４日～ノビエ３.５葉期（収穫４５日前まで） 

２０パック/１０a 

 

クリンチャージャンボ⇒移植後７日～ノビエ４葉期（収穫 30 日前まで）２０パック/１０ａ 

※上記記載の適用雑草名、使用時期等は登録内容の一部抜粋です。 

※その他多数の中期、後期除草剤を取り揃えておりますので、ご相談ください。 

 

水管理  

田植え後３０日を目安に溝切りの実施。 

無効分げつをなくす為に中干しを行います。中干しは田植え後、 

４０～５０日頃を目安に５～７日程度、実施してください。 

（田面に小さな亀裂が生じ、軽く足跡が付く程度）中干し後は、間断潅水にします。 

登熟向上資材 

 田植え後３０～４５日を目安に『けい酸加里プレミア３４』を１０ａあたり３０～４０kg 投入 

することにより、登熟向上、乳白粒の軽減等の効果が期待できます。 

 
果樹 管理 

 かき ・みかん 5 月の防除剤  

今年も、開花期に散見される害虫対策として、適期防除に努めましょう。 

 柿  

５月中旬防除（開花初期） 

うどんこ病・落葉病      ストロビードライフロアブル ３，０００倍 

チャノキイロアザミウマ    アクタラ顆粒水溶剤     ２，０００倍 

みかん５月中下旬（満開期） 

灰色カビ・そうか病・黒点病  フロンサイドＳＣ      ２，０００倍 

訪花害虫           テッパン液剤        ２，０００倍 

 

  肥料・農薬など栽培に関するお問い合わせは 

多気営農センター ３９－３１５０ まで 担当の営農指導員が対応致します。 

令和７年多気営農センターたより 




